
分子と共有結合
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第１章　粒子の結合と結晶の構造
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第1編　物質の状態

(1) ２個の原子の間で、それぞれの原子に所属する価電子を出し合っ
て、両方の原子で共有してできる結合。

共有結合

(2) (1)をつくる電子対。 共有電子対

(3) 共有結合に使われない電子対。 非共有電子対

(4) 価電子記号［・］で示し、元素記号のまわりに書いた化学式。 電子式

(5) 水分子の中のH原子とO原子の結合のように、１組の共有電子対に
よる共有結合。

単結合

(6) 二酸化炭素分子の中にある、２組の共有電子対による共有結合。 二重結合

(7) 窒素分子の中にある、３組の共有電子対による共有結合。 三重結合

(8) HーOーH、0＝C＝0、N≡Nのように、原子間の１組の共有電子対
を１本の線で表した式。

構造式

(9) (8)の線。 価標

(10) １つの原子がもつ価標の数。原子の不対電子の数に等しく、その原
子が何個の他の原子と結合するのかの目安になる。

原子価

(11) 一方の原子の非共有電子対を、他の原子と共有することができる共
有結合。 

配位結合

(12) アンモニア分子やシアン化物イオンのような非共有電子対をもった分子や陰イオ
ンが、金属イオンに配位結合することでできる複雑な組成のイオン。

錯イオン

(13) (12)を含む塩。 錯塩

(14) 異なる原子間の共有結合において、それぞれの原子が共有電子対に
引きつけようとする強さの程度。

電気陰性度

(15) 共有結合している原子間に電荷のかたよりがあるとき、結合に何が
あるというか。

極性

(16) 水素分子や塩素分子のように極性がない分子。 無極性分子

(17) 塩化水素分子のように極性がある分子。 極性分子

(18) 分子の間にはたらく弱い引力。 分子間力

(19) 分子が(18) により規則正しく配列している結晶。 分子結晶


